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1　株式会社日経BP（Nikkei Business Publications, Inc.）。
2　日経ESG　https://business.nikkeibp.co.jp/ecos/top/（2018年８月25日確認）。
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ンジンになるとしている。2015（平成 27）年９月には，1兆ドル規模 11 という
世界最大の年金積立金を運用する日本の年金積立運用独立行政法人（GPIF：
Government Pension Investment Fund）12 が，国連の責任投資原則（PRI：
Principles for Responsible Investment）に署名した。2016 年（平成 28）６
月に発表された「日本再興戦略 201613」，2017（平成 29）年６月に発表された「未


















































Energy Economics and Financial Analysis）は，2017（平成 29）年３月に日
本の再生可能エネルギーの将来展望に関する調査報告書「A Renewables Path 













トラッカー（Carbon Tracker Initiative）の2011年の「燃やせない炭素（Unburnable 




20　IEEFA（2017） “Report: A Renewables Path to Japanese Energy Security in a Post-
Nuclear Era”，March 21, 2017, available at http://ieefa.org/wp-content/uploads/2017/03/
Japan_-Greater-Energy-Security-Through-Renewables-_March-2017.pdf（Last visited 
August 25, 2018）. 
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IEEFAは，2018 年７月 30 日，丸紅株式会社（以下「丸紅」という。）の石
炭火力発電事業の将来性に警鐘を鳴らす報告書「Marubeni's Coal Problem: A 















21　IEEFA（2018）”Report: Marubeni's Coal Problem A Japanese Multinational's 
Power Business Is at Risk”，July 30, 2018, available at http://ieefa.org/wp-content/
uploads/2018/07/Marubenis-Coal-Problem_July-2018.pdf（Last visited August 25, 2018）.  
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で合計 8.55 億米ドル（約 920 億円）の罰金を科せられた」事案も掲載された。
なかでも資源採掘企業の腐敗は注目を浴びている。国際 NGOのグローバ
ル・ウィットネス（Global　Witness）25 は，2018 年８月９日，資源採掘企業




24　Sustainalytics（2018）“Sustainalytics’ New Research Report Offers Insight into ESG 
Risks Facing 10 Sectors”，February 15, 2018, available at https://www.sustainalytics.






26　Global Witness （2018）“Finding The Missing Millions―A handbook for using 
extractive companies’ revenue disclosures to hold governments and industry to account” 
available at https://www.globalwitness.org/en/campaigns/oil-gas-and-mining/finding-
missing-millions/#chapter-0/section-0（Last visited August 27, 2018）.
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米国海外腐敗行為防止法（FCPA：Foreign Corrupt Practices Act of 1977, 15 






れる。田中元首相は 1976 年（昭和 51 年）７月 27 日に逮捕されたのち，８月
16 日に東京地検特捜部に受託収賄と外為法違反容疑で起訴され，その後 1983
年には懲役４年，追徴金５億円の有罪判決が下った（東京地判昭和 58（1983）
年 10 月 12 日判時 1103 号３頁）。田中はこれに対して控訴したが，1987 年に
27　House Committee on Interstate and Foreign Commerce（1977）“House Report. Rep. 
95-640 Report together with Minority Views to accompany H.R.381”, September 28, 1977 
available at https://www.justice.gov/sites/default/files/criminal-fraud/legacy/2010/04/11/
houseprt-95-640.pdf（Last visited August 27, 2018）.
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－151 （     ）－
控訴棄却（東京高判昭和 62 年７月 29 日判時 1257 号３頁），上告審の最中の
1993 年（平成５年）12 月 16 日の田中の死により公訴棄却（審理の打ち切り）







助法（明治 38（1905）年法律第 63 号）」に基づいて米国司法機関に嘱託する
にあたって，刑事訴訟法（昭和 23（1948）年法律第 131 号）248 条に基づく起














よう解釈していることが指摘されている。Gibson Dunn（2018）, “2017 Year-End FCPA 
Update”, January 2, 2018　available at https://www.gibsondunn.com/wp-content/
uploads/2018/01/2017-year-end-fcpa-update-1.pdf（Last visited August 27, 2018）pp.15-16.
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る 29。件数は，30 件前後から 70 件余りと，年度によってばらつきがある。
FCPA事案はそれなりに長期にわたり行われ，それに対する米国司法省（DOJ：




年の SECによる 32 件は，最多となる記録的な数字である。2016 年には，多
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図表３：FCPA 国別適用件数

































－155 （     ）－
賄，すなわち不正な利益供与という腐敗した行為は防止すべきという問題意識
が国際的にも高まった。
日本では，同条約の締結について 1998 年５月 22 日に国会の承認を得，また，
同年９月に同条約の国内執行法である不正競争防止法の一部を改正する法律が
成立した後，1999 年２月 15 日に日本について発効した。




The United Nations Convention Against Corruption：UNCAC）」は，国際
連合において国際的な組織犯罪の防止を検討するなかで，2003（平成１）年
10 月 31 日に国際連合総会において採択された 34。当初は，「国際的な組織犯罪
の防止に関する国際連合条約（「国際組織犯罪防止条約」）」を改正する形が想
定されていたが，独立した一つの条約として成立することになった。
日本は，2003（平成 15）年 12 月に署名し，2006（平成 18）年に締結につき
国会の承認を得た。そして，2017（平成 29）年 6月 15 日に条約を実施するた
めの国内法が国会で可決成立し，同年７月 11 日に本条約を締結した。これに
より，本条約は 2017（平成 29）年８月 10 日から日本についても効力が発生し
ている。同条約の締約国は，2017年７月 19日現在，182の国・地域となっている。
第５節　日本の不正競争防止法制定
「不正競争防止法（平成５（1993）年法律第 47 号）」は，①民法（明治 29（1896）
年法律第 89 号）との関係では不法行為法の特別法として，②知的財産法との
関係では知的財産法の一環として，③刑法（明治 40（1907）年法律第 45 号）・
刑事訴訟法との関係としては贈賄および営業秘密に係る不正行為の処罰による










































コンサルタンツインターナショナル）事件（東京地判平成 21 年１月 29 日・判
時 2046 号 159 頁）と② JTC（日本交通技術）事件（東京地判平成 27 年２月４日・
LEX/DB文献番号 25505904）である。
まず① PCI事件 38 では，2008（平成 20）年にアジアに対する日本の ODA








































































41　Dep't of Justice,“Press Release: Marubeni Corporation Agrees to Plead Guilty to 
Foreign Bribery Charges and to Pay an $88 Million Fine”(Mar. 19, 2014), available 
at https://www.justice.gov/opa/pr/marubeni-corporation-agrees-plead-guilty-foreign-
bribery-charges-and-pay-88-million-fine（Last visited August 27, 2018）; Criminal 
Information, United States v. Marubeni Corp., No. 14-cr-052 (D. Conn. Mar. 19, 2014).
42　Dep't of Justice,“Press Release: Marubeni Corporation Sentenced for Foreign Bribery 
Violations” (May 15, 2014), available at https://www.justice.gov/opa/pr/marubeni-
corporation-sentenced-foreign-bribery-violations（Last visited August 27, 2018）.
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－161 （     ）－
口座に，複数の支払いが行われた。コンサルタント Aに最後の支払いが行わ




2014（平成 26）年 3月 19 日，丸紅は，米国連邦海外腐敗行為防止法違反を
認め 8,800 万ドルの罰金の支払いに同意した。この司法取引による支払い合意







（平成 26）年３月 26 日）に，外務省および JICA（国際協力機構）から９か月
間の ODA事業への参加を排除される措置を執られている 44。
第３節　当時の国際的な取締体制
なお，この事件は，コネチカット州メリデン（Meriden）の FBI Resident 
Agency の援助を受けて，ワシントン地方局（Washington Field Ofﬁce）の
FBI代理人によって調査された。米国司法省内の犯罪局国際課（Criminal 
Division's Ofﬁce of International Affairs ：OIA）の協力も大きかった。また，























2012（平成 24）年６月と 11 月に，第 3 回 UNCAC実施検討会を開催し各国
のレビューを行い，実施審査グループはテーマ別報告書を採択した。
また，腐敗防止のための米州条約（Inter-American Convention Against 
Corruption）の下での取組もまた，同条約の実施の見直しに重点を置い
た。2012（平成 24）年９月に，同条約実施フォローアップのためのメカ
45　Andrew Ceresney,“Speech: Keynote Address at the International Conference on the 
Foreign Corrupt Practices Act （Nov. 19, 2013）”，U.S.SEC, available at https://www.sec.
gov/news/speech/2013-spch111913ac（Last visited August 27, 2018）。
46　Mythili Raman，“Justice News: Acting Assistant Attorney General Mythili Raman 
Delivers Keynote Address at the Global Anti-Corruption Congress（Jun.17, 2013）”U.S. 
Ofﬁce of Public Affairs, available at https://www.justice.gov/opa/speech/acting-assistant-
attorney-general-mythili-raman-delivers-keynote-address-global-anti（Last visited 
August 27, 2018）。
47　Leslie A. Benton, Stuart H. Deming, Elena V. Helmer, and Mikhail Reider-Gordon，
“International Anti-Corruption（Spring, 2013）“47 Int'l Law. 367.
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－163 （     ）－
ニズムの専門家委員会の第 20 回会合（Mechanism for Follow-Up on the 
Implementation of the Inter-American Convention against Corruption 
：MESICIC （Mecanismo de Seguimiento de la Implementación de la 





加盟する第 39 番目の国となった。加えて，欧州連合腐敗防止委員会（Group 




Group of Eight： G8）では国際腐敗防止の取組は中心的テーマの一つであった。
また，国連腐敗防止条約（UNCAC）の実施を主体とする国連薬物犯罪事務所













－164 （     ）－
果の測定の仕方を検討することで，グローバルイニシアチブにおけるガバナン
スを支援する。世界銀行は，プロジェクトの腐敗対策の一環として，2012 年
２月に調達方針の２年レビュー（Two-Year Review of Procurement Policy）
を開始した。加えて，前述のトランスペアレンシー・インターナショナル




























































































































































































































































(2015) “Guardian Media Group to divest its £800m fund from fossil fuels”April 1, 
2015available at https://www.theguardian.com/environment/2015/apr/01/guardian-media-
group-to-divest-its-800m-fund-from-fossil-fuels（Last visited August 28, 2018）.
366
－173 （     ）－
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